
デジタルスキルを生かした新しい女性の働き方支援事業 【滋賀県長浜市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 1,580 千円

交付金額 1,185 千円

事業番号 2

[目的]育児や介護等で働く時間に制約がある女性がデ

ジタルスキルを習得し、時間や場所の影響を受けにくい
デジタル分野での就労につなげることによって、一人ひと
りのライフスタイルに合った多様な働き方を可能にし、働
く時間に制約がある女性の就労機会の拡大をめざす。
[目標] 参加者人数15人→達成（54人）

託児などにより子育て中の女性も受講しやすい環境を
整えるともに、各受講者に対する就業支援を行っている。

就業支援では、個別の相談や就業に関する講座・就業
相談の紹介などの情報提供に合わせて、主にデザイン
スキルを生かした仕事とのマッチングやアドバイスを行
い、実際の就労につないでいる。

合同会社LOCO
実践性の高い教育の実施や、就業に関して地域に密

着した情報に基づくサポートを行うことのできる市内事
業者。

働く時間に制約のある女性もスキルを生かして在宅
ワーカーとして自身に合った働き方ができるよう、女性
デジタル人材の育成として支援した。そこで、就職や就
業相談、デザインスキルを生かした仕事をするなど多く
の受講者が行動に移された。
受講者全員の行動率：80％
※行動率… （行動に移した人数/受講者数）

女性デジタル人材のすそ野を広げるために、講座修了
後もデジタルスキルや実績が少ない女性デジタル人材
に対する継続的な支援や、より高度なデジタルスキル
の習得を目指す人材の育成を見据えた講座内容の見
直しなど、事業を継続して人材育成に取組む必要があ
る。

当市は少子高齢化と人口減少が進行しており、特に若年
層の女性の減少が顕著である。一方で、女性の労働力は
増加してきているものの、M字カーブの解消には至ってい

ない。この問題を解消し、地域の活力向上を図るためには、
都市圏に出なくても一人ひとりが自分に合った働き方がで
きる起業・就労支援、女性の職業生活におけるキャリアの
再構築を進め、経済的な自立促進が必要と考えられる。



事業の概要

デジタルスキルを生かした新しい女性の働き方支援事業

【女性デジタル人材育成による、子育て・介護等で働く時間に制約のある女性の就労支援、新しい働き方の浸透】
市内在住の女性に対するデジタル・ビジネススキル習得のための講座を実施する。
講座終了後には受講者の就業に向けた支援を実施する。

◆デジタルスキル習得のための講座

◆講座終了後の就業支援
①近況調査 ②情報提供 ③仕事の提供

① デ ジ タ ル 科 ② デ ザ イ ン 科

デジタル技術が普及した社会で再就職・起業等
就業する際に必要となるデジタルスキルを学ぶ。
開催回数：5回（授業のみ）

デザインの基本を学び、実践的なスキルとセン
スを学ぶ。
開催回数：8回（授業・実習）

◎対象：デジタルスキルを身につけ、仕事をする意欲のある女性
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